
資料２－４－①

（再評価）
関 東 地 方 整 備 局

（再評価）

一般国道２０号

事 業 評 価 監 視 委 員 会

（ 平成２ ５ 年度 第１ ０回）

一般国道２０号
大月バイパス大月バイパス

平成２５年１２月１９日平成２５年１２月１９日

国土交通省 関東地方整備局



目 次目 次

１．位置図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

２ 事業の目的と計画の概要 ２２．事業の目的と計画の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２

３．事業進捗の状況・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４３．事業進捗の状況 ４

４．事業の必要性に関する視点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６

５．費用対効果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０

６．事業進捗の見込みの視点・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２

７ 今後の対応方針（原案）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３７．今後の対応方針（原案） １３



１．位置図

：再評価

①事業採択後、3年以上経過した時点で未着工
②事業採択後、5年以上を経過した時点で継続中の事業
③準備・計画段階で、3年間が経過している事業

群馬県

③ 、

④再評価実施後、3年間が経過している事業
⑤社会経済情勢の変化等により再評価の実施の必要が生じた事業

：事後評価

長野県
茨城県

埼玉県

東京都山梨県 東京都

一般国道２０号

大月バイパス ④

千葉県

神奈川県
大月バイパス ④
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２．事業の目的と計画の概要
平面 図（1）目的

・交通渋滞の緩和
・交通安全の確保
・地域の環境整備と利便性の向上

平面 図（ ）目的
大月バイパス Ｌ＝3.2㎞

２工区 Ｌ＝1.5㎞

（事業中）

１工区 Ｌ＝1.7㎞

（開通済）

お
お
つ
き
し
お
お

大
月
市
大

お
お
つ
き
し
こ
ま

大
月
市
駒

再評価対象区間

区間 ：自）山梨県大月市駒橋

至）山梨県大月市大月町花咲

おおつきやまなし こまはし

おおつきやまなし おおつき はなさき

（2）計画の概要
お
つ
き
ま
ち
は
な
さ
き

大
月
町
花
咲

は
し

駒
橋

20

１３９

至）山梨県大月市大月町花咲

計画延長 ：Ｌ＝３．２ｋｍ

幅員 ：Ｗ＝１０．０～１６．０ｍ

道路規格 ：第３種第２級

設計速度 ：６０ｋｍ／ｈ 凡例：計画交通量

12,700台/日

大月市

１３９

20

上大月駅

10 600台/日

事業区間
供用区間

高 速 道 路
国　　　道
主要地方道
一 般 県 道
市道

凡　例

設計速度 ６０ｋｍ／ｈ

車線数 ：２車線

計画交通量 ：10,100～12,700台/日

事業化 ：昭和４８年度

事業費 ：338億円

10,100 台/日
H18.7月
2/2車線
L=0.6km

H23.2月
2/2車線完成形開通

L=1.1km

お
お
つ
き
に
ち
ょ
う
め

大
月
2
丁
目

お
お
つ
き
い
っ
ち
ょ
う
め

大
月
１
丁
目１３９

10,600台/日

標準横断図
1工区

位置 図
２工区

一般部一般部

［単位：m］

トンネル部 トンネル部
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大月バイパス



（3）国道20号の交通特性

２．事業の目的と計画の概要
（3）国道20号の交通特性

・国道20号当該事業区間の交通特性は、周辺地域に起終点のある内々交通が６３％

・周辺地域内に起終点のどちらかがある内外交通が２１％、周辺地域を通過するが外々交通が１６％となっている。

国道20号現道の主な交通特性

一般国道一般国道2020号号
大月バイパス大月バイパス
延長延長3.2km3.2km 表 国道20号のＯＤ内訳 内

国道20号現道の主な交通特性

国道20号のOD内訳
交通量

（百台/日）
比率

周辺地域（内々） 146 63％内々交通内々交通
146146

外々交通外々交通

々
交
通
が
63
％

周辺地域とその他の地域（内外） 48 21％

周辺地域⇔山梨県 42 18％

周辺地域⇔他県 6 3％

146146

(63(63%%))
3737

(16(16%)%)
内
外
交
通
が
21
％

周辺地域 他県

通過交通（外々） 37 16％

合計 231 100％
内外交通内外交通

4848

％

外
々
交
通
が

凡 例

4848
(21(21%)%)

が
16
％

※周辺地域とは当該事業が通過する大月市・都留市・上野原市
※H17道路交通センサスの現況ＯＤ調査結果を基に算出

凡 例

内外交通

外々交通

内々交通

（単位：百台／日）
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３．事業進捗の状況
（1）事業の経緯
昭和48年 事業化
昭和50年4月 都市計画決定 （ L=3.2km）
昭和59年3月 都市計画変更 （1工区）
平成元年 用地買収着手 （ 1工区）
平成6年 11年 文化財調査 （ 1工区）

平成18年7月 一部開通
（大月二丁目～大月一丁目、L=0.6km）

平成19年10月 一部暫定形開通
（駒橋～大月一丁目、L=1.1km）

平成19年～ 工事着手 （大月二丁目～大月町花咲）平成6年～11年 文化財調査 （ 1工区）
平成8年3月 工事着手 （ 1工区）
平成12年11月 都市計画変更 （第一トンネル）

平成19年～ 工事着手 （大月二丁目～大月町花咲）
平成20年～ 用地買収着手 （大月二丁目～大月町花咲）
平成23年2月 一部完成形開通

（駒橋～大月一丁目、L=1.1km）

大月バイパス Ｌ＝3 2㎞

凡例

大月バイパス Ｌ 3.2㎞

２工区 Ｌ＝1.5㎞

（事業中）

１工区 Ｌ＝1.7㎞

（開通済）

お
お
つ
き
し
お
お
つ
き
ま
ち
は

大
月
市
大
月
町
花

お
お
つ
き
し
こ
ま
は
し

大
月
市
駒
橋

再評価対象区間

20

１３９

凡例

上段：計画交通量

下段：H22センサス交通量
（平日24時間）

は
な
さ
き

花
咲

事業区間

凡　例

１３９

20

上大月駅

12,700台/日
12,497台/日

10,100台/日
H18.7月
2/2車線
L 0 6k

H23.2月
2/2車線完成形開通

L 1 1k

お
お
つ
き
に
ち
ょ
う
め

大
月
2
丁
目

お
お
つ
き
い
っ
ち
ょ
う
め

大
月
１
丁
目

事業区間
供用区間

高 速 道 路
国　　　道
主要地方道
一 般 県 道
市道

大月市

１３９

20

縦断 図

―

供用済区間

L=0.6km L=1.1km
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３．事業進捗の状況
（2）周辺の状況

・大月市における国道20号は、市街地の中央を通過。

・中央自動車道 大月インターチェンジや国道139号が接続。

・大月バイパスは 昭和48年度に事業化 平成22年度までに1工区（駒橋～大月2丁目）が完成形開通

（2）周辺の状況

大月バイパスは、昭和48年度に事業化。平成22年度までに1工区（駒橋～大月2丁目）が完成形開通。

大月バイパス Ｌ＝3.2㎞

２工区 Ｌ＝1.5㎞ １工区 Ｌ＝1.7㎞
お
お
つ
き

大
月

お
お
つ
き

大
月

再評価対象区間

き
し
お
お
つ
き
ま
ち
は
な
さ
き

月
市
大
月
町
花
咲

き
し
こ
ま
は
し

月
市
駒
橋

（事業中） （開通済）

１３９

至

東

20

東
京

大月市
１３９

上大月駅

お
お
つ
き

大
月

お
お
つ
き

大
月

事業区間
供用区間

高 速 道 路

凡　例20

5「© GeoEye, a DigitalGlobe company、 © 日本スペースイメージング」 および 「国土地理院発行基盤地図情報（承認番号 平24情使 第415号）」

至

甲
府

H18.7月
2/2車線
L=0.6km

H23.2月
2/2車線完成形開通

L=1.1km

き
い
っ
ち
ょ
う
め

月
１
丁
目

き
に
ち
ょ
う
め

月
２
丁
目

高 速 道 路
国　　　道
主要地方道
一 般 県 道
市道

１３９



４．事業の必要性に関する視点
（1）国道20号の渋滞状況

・高月橋入口交差点や大月橋東詰交差点を中心に交通混雑が発生し、国道20号(現道)の損失時間は約102.6千人
時間/年･kmであり、全国平均（26.3千人時間/年･km）の約4倍となっている。
・大月バイパスの整備により 大型車等の通過交通がバイパスに転換し 国道20号(現道)の渋滞緩和が見込まれる

（1）国道20号の渋滞状況

大月バイパスの整備により、大型車等の通過交通がバイパスに転換し、国道20号(現道)の渋滞緩和が見込まれる。

損失時間：約102.6千人時間／年・km
（全国平均：約26 3千人時間／年・km）

国道20号（現道）の交通状況国道20号（現道）の渋滞発生状況

損失時間
（全国平均：約26.3千人時間／年・km）

並行する国道20号（現道）

再評価対象区間

～ 50千人時間/年・km

50～100千人時間/年・km

100～200千人時間/年・km

200～ 千人時間/年・km

写真① 大月市立病院交差点付近

撮影：H25.8

大月IC

至
甲
府

写真①：大月市立病院交差点付近

【主要渋滞区間】
大月市立病院～駒橋

【主要渋滞箇所】
大月IC入口交差点

至L=0.6km
H18 7開通

②

①

大
月IC

入
口

大
月
市
立
病
院

大
月
橋
東
詰

大
月
駅
前

高
月
橋
入
口

駒
橋

L=1.1km
H23 2完成形開通

写真②：大月橋東詰交差点付近

東
京

H18.7開通

6

大月バイパス L=3.2km

２工区 L=1.5km １工区 L=1.7km

橋

資料：H21プローブ調査結果

撮影：H25.8

H23.2完成形開通



（2）国道20号の死傷事故状況

４．事業の必要性に関する視点

・大月バイパスと並行する国道20号(現道)の死傷事故率は、138.9件/億台･kmであり、全国平均(102.0件/億台・
km)の約1.４倍となっている。
・事故の内訳は、渋滞が一つの要因である追突事故が約５割を占める。
大月バイパ 整備 より 現道 交通が転換し 交通事故 減少や歩行者等 安全性向上が期待される

（2）国道20号の死傷事故状況

・大月バイパスの整備により、現道の交通が転換し、交通事故の減少や歩行者等の安全性向上が期待される。

国道20号の事故類型国道20号の死傷事故発生状況

死傷事故率：約138.9件/億台･km

（全国平均 約102 0件/億台 k ）（全国平均：約102.0件/億台･km）

死傷事故率最大値

再評価対象区間
並行する国道20号（現道）

死傷事故率

大月IC入口交差点～駒橋交差点間の事故の内訳

581.8件/億台キロ

死傷事故率最大値 死傷事故率
～ 50件/億台･km

50～100件/億台･km
100～200件/億台･km
200～ 件/億台･km

【事故ゼロプラン選定箇所】
高月橋入 交差点 出典：交通事故データ（H19～22）

大月IC

至
甲
府

現地の状況

高月橋入口交差点

府

①大
月

大
月
市

大
月
橋
東

大
月
駅
前

高
月
橋
入

写真①：大月橋東詰交差点付近大月バイパス L=3.2km
２工区 L=1.5km １工区 L=1.7km

7

至
東
京

L=0.6km H18.7開通

出典：交通事故データ（H19～22）

月IC

入
口

市
立
病
院

東
詰

前 入
口

駒
橋

撮影：H25.8

L=1.1km H23.2完成形開通



（3）利便性の向上

４．事業の必要性に関する視点
（3）利便性の向上
・大月市は、現場や救急医療施設までの平均所要時間を最も要する地域の１つであり、大月市立中央病院へ向かう
には国道２０号を経由する必要がある。

・国道20号（現道）は道路幅員も狭いため、車両同士の離隔がなく、朝夕の渋滞時は救急車両が停止する状態である。

大月バイパスの整備により 現道とバイパスのル ト選択が可能になり 代替路の確保や搬送時間の短縮等の利便・大月バイパスの整備により、現道とバイパスのルート選択が可能になり、代替路の確保や搬送時間の短縮等の利便
性の向上が期待される。

大月市消防本部の救急活動の状況 市民が安心して暮らせるまちづくりの拠点へのアクセス性向上

大月バイパス Ｌ＝３．２ｋｍ 現道利用ﾙｰﾄ
大
月
市
大
月
町
花

大
月
市
駒
橋

大
月

高
月
橋
入

大
月
市
立

大月市立中央病院
（2次救急医療施設）

北都留合同庁舎
（大月市消防本部・
大月市産業建設部）

大月 イ ス ３ 現道利用ﾙ ﾄ
大月ＢＰ利用ﾙｰﾄ

花
咲

橋

大
月
Ｉ
Ｃ
入
口

県内ワースト１位
県平均の約＋４分

県内ワースト２位
県平均の約＋10分

月
橋
東
詰 大

月
駅
前

入
口

立
病
院

（2次救急医療施設）

駒
橋

H18.7月 2/2車線
L=0 6km

H23.2月 2/2車線完成形開通
L=1 1km

資料：H20山梨県消防年報

口

搬送ルートの代替路が増え、渋滞や事故などの影響を回避

大月市消防本部⇒駒橋

合計
8.9分・朝のピーク時には国道20号の一本しか道路

がなく道路幅も狭く緊急走行しているとき

大月市消防本部へのヒアリング結果

L=0.6km L=1.1km

撮影：H25 8 大月市消防本部⇒駒橋

⇒大月市立中央病院の

搬送時間が３．７分短縮

整備前後の大月市立病院への搬送時間

合計
5.2分

がなく道路幅も狭く緊急走行しているとき
は、車両同士の間隔がなく大変危険です。

・１工区開通後、現道とバイパスに交通量が
分散されたため、渋滞が緩和されたように
感じる。

撮影：H25.8

【速度データ】

●現道利用ルート【整備前】：H17年度旅行速度調査の12時間平均旅行速度より算出
●大月BP利用ルート【整備後】：大月バイパスの規制速度より算出
【ルート】
大月市消防署⇒駒橋交差点（現場）⇒大月市立病院

8

整備前後 大月市 病院 搬送時間
・国道20号の大月橋は大変老朽化が

進んでいると思いますので、
一日も早い大月バイパスの
全線開通してほしい。

（H22.６実施）

写真：道路幅員が狭い大月橋付近



４．事業の必要性に関する視点
（4）残事業の概要
・大月バイパスの用地取得率は96％（H25.5末時点、面積ベース）。
・1工区は、平成２２年度に全線２車線で完成形供用済。2工区は、桂川橋A２橋台工事及び道路設計、花咲地区の用
地買収を実施中。
また 本年度中 ＪＲ ダ ボ ク 整備 先立 仮設 事 着手する予定

（4）残事業の概要

・また、本年度中にＪＲアンダーボックス整備に先立つ仮設工事に着手する予定。

地元説明会状況

平成25年度に
工事説明会を開催

撮影：H25.7

花咲地区花咲地区

工事完了・用地取得済み

工事中・用地取得中

今年度工事着手予定

工事未着手・用地未取得

凡例花咲地区花咲地区

２工区 L=1.5km １工区 L=1.7km

前回評価時
H22時点 用地

工事
用地取得率
78％（全体）

工事未着手 用地未取得

9

今回評価時
H25時点 用地

用地取得率
96％（全体）

工事



５．費用対効果

■総便益（Ｂ）

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を、整備の有無それぞれ
について推計し 「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した

■総費用（Ｃ）

について推計し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（Ｃ）

当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

■計算条件

・基準年次 ：平成25年度
・供用開始年次 ：平成31年度

〔参考：前回評価〕

平成22年度
平成32年度供用開始年次 平成 年度

・分析対象期間 ：供用後50年間
・基礎データ ：平成17年度道路交通センサス
・交通量の推計時点：平成42年度

平成 年度
供用後50年間
平成17年度道路交通センサス
平成42年度

・計画交通量 ：10,100～12,700（台/日）
・事業費 ：約338億円
・総便益（B） ：約568億円（約1,533億円※）

9,900～13,900 （台/日）
約338億円
約494 億円（約1,547億円※）
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・総費用（C） ：約 452億円（約354 億円※）
・費用便益比（B/C） ：1.3

約423 億円（約362億円※）
1.2

※基準年次における現在価値化前を示す。



５．費用対効果

■■事業全体事業全体

便益便益((ＢＢ))
走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

経済的内部
収益率便益便益((ＢＢ)) 短縮便益 減少便益 減少便益

費用便 比

（Ｂ／Ｃ）
収益率

（EIRR）512億円 42億円 14億円 568億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

1.3 4.7％費用費用(( ))
442億円 9.7億円 452億円

■■残事業残事業

走 時 走 経費 交 事

便益便益((ＢＢ))
走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益
総便益 費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

経済的内部
収益率

（EIRR）194億円 5.2億円 3.6億円 202億円

費用費用((ＣＣ))
事業費 維持管理費 総費用

3.6 14.9％
52億円 4.5億円 56億円

注1）便益・費用については、平成25年度を基準年とし、社会的割引率を４％として現在価値化した値である。注1）便益 費用については、平成25年度を基準年とし、社会的割引率を４％として現在価値化した値である。

注2）費用及び便益額は整数止めとする。

注3）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注4）便益の算定については、「将来交通需要推計手法の改善について【中間とりまとめ】」に示された第二段階の改善を反映している。

基準年：平成25年度
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・昭和４８年度に事業着手、昭和５０年度に都市計画決定。平成元年度から用地着手。平成７年度に工事着手

６．事業進捗の見込みの視点
昭和 年度 事業着手、昭和 年度 都市計画決定。平成元年度から用地着手。平成 年度 事着手

・1工区は平成２２年度に全線２車線で完成形供用済。2工区の用地取得は、20年度から着手。

・全体の用地取得率は、９６％完了（平成25年5月末、面積ベース）。

・引き続き、用地取得、工事の促進を図り、早期の全線供用を目指す。

S48 S49 S50
S51
～
S57

S58
S59
～
S62

H元 H2
H3
～
H5

H6 H7
H8
～
H9

H10
～
H11

H12
H13
～
H14

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

変更
変更

年　度

事業化

都市計画決定

■事業の計画から完成までの流れ（大月バイパス）

変更
ﾄﾝﾈﾙ

河川

河川

急傾

ＪＲ

河川

急傾

ＪＲ

測量・調査・設計 設計 設計

測量

地質

設計

設計 設計 設計
地質

設計

設計・用地説明会
用地

説明１工区

都市計画決定

関係機関協議

用地
用地

着手

幅杭

設置
42% 45% 53% 67% 73% 75% 84% 90% 94% 99% 99% 99% 99% 完了

埋蔵文化財調査

工事
工事

着手
改良 改良 改良 改良 改良

改良

ﾄﾝﾈﾙ

改良

ﾄﾝﾈﾙ

0.6㎞

一部供用

暫定

供用
改良

全線

供用

測量・調査・設計 設計
地質

設計

測量

地質

設計

供

用

開

始

年

次

L=1.7km

設計・用地説明会
設計

説明

設計

説明

用地

説明

用地

説明

用地
幅杭

設置

幅杭

設置

着手

9％
46% 58% 90% 90% 90% 完了

埋蔵文化財調査

工事 橋梁 橋梁 改良 改良 改良 橋梁

橋梁

改良

函渠

橋梁

改良

函渠

橋梁

ﾄﾝﾈﾙ

改良

函渠

ﾄﾝﾈﾙ

改良

函渠

ﾄﾝﾈﾙ

改良

函渠

舗装

２工区

L=1.5km

函渠 函渠
函渠

函渠 函渠

※完成年度は、費用便益比算定上設定した年次である
※平成25年5月末現在 、用地取得率：面積ベース

今回再評価前回再評価前回評価時 今回評価時

12写真①：用地取得の進捗写真（※富士見台地区）



７．今後の対応方針（原案）
（1）事業の必要性等に関する視点

・高月橋入口交差点や大月橋東詰交差点を中心に交通混雑が発生し、国道20号(現道)の損失時間は約102.6千
人時間/年･kmであり、全国平均（26.3千人時間/年･km）の約4倍となっている。

・大月バイパスと並行する国道20号(現道)の死傷事故率は、138.9件/億台･kmであり、全国平均(102.0件/億台・k
m)の1.４倍となっている。

・国道20号（現道）は道路幅員も狭いため、車両同士の離隔がなく、朝夕の渋滞時は救急車両が停止する状態であ
る。

・昭和４８年度に事業着手、昭和５０年度に都市計画決定。平成元年度から用地着手。平成７年度に工事着手。

・1工区は平成２２年度に全線２車線で完成形供用済。2工区の用地取得は、20年度から着手。

全体 地 得率 ９６％完 （ 成25年5月末 積ベ ）

（2）事業進捗の見込みの視点

・全体の用地取得率は、９６％完了（平成25年5月末、面積ベース）。

・引き続き、用地取得、工事の促進を図り、早期の全線供用を目指す。

（3）都道府県・政令市からの意見

・一般国道20号大月バイパスは、市街地の交通渋滞の緩和による交通事故の減少や歩行者等の安全確保、消防
署や病院への代替路の確保や搬送時間の短縮等の救急施設へのアクセスの強化などが期待されます。

・現在は、計画区間Ｌ＝3.2kmのうち１工区Ｌ＝1.7kmの部分供用により、富士吉田方面への交通ではバイパス機能
が発揮されており 市街地の渋滞の緩和には 定の効果が見られています

（4）対応方針（原案）

が発揮されており、市街地の渋滞の緩和には一定の効果が見られています。
・残区間には、県富士・東部地域の災害拠点病院である大月市立中央病院や中央道大月インターがあり、本バイパ
スの効果を最大限に発揮すべく、供用済みの1工区に引き続き、残区間の早期完成をお願いします。
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・事業継続とする。
・本事業は、交通混雑の緩和、安全性の向上、地域の環境整備と利便性の向上の観点から、事業の必要性・重要
性は高く、早期の効果発現を図ることが適切である。

（4）対応方針（原案）


